
ゐ
ま
し
た
。
事
情
は
ほ
ぽ
推
察
が
つ
く
の
で
す
が
、
や
は
り
生
徒
自
身
で
解
決

す
る
外
は
な
い
で
せ
う
。
し
か
し
、
小
生
は
青
年
が
好
き
で
す
。
青
年
の
ム
キ

な
氣
持
は
愛
す
べ
き
で
す
。」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。

な
お
、
翌

二
十
三
年
八
月
十
二
日
同
人
宛
て
の
は
が
き
に
は
「
先
日
石
井
鶴
三
氏
が
助
数

授
の
笹
村
草
家
人
氏
等
と
御

一
緒
に
来
訪
、
久
し
ぶ
り
に
鶴
三
氏
に
お
め
に
か

か
つ
て
楡
快
で
し
た
。
去
年
あ
た
り
彫
刻
科
の
生
徒
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
事
を

訴
へ
る
手
紙
を
よ
こ
し
ま
し
た
が
、
笹
村
氏
に
會
つ
て
、
そ
の
い
は
れ
が
よ
く

分
る
や
う
に
思
ひ
ま
し
た
。
今
で
は
も
う
彫
刻
科
も
落
ち
つ
い
て
ゐ
る
事
で
せ

う
。」
と
書
い
て
い
る
。
彼
は
生
徒
た
ち
に
同
情
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

反
対
派
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
に
光
太
郎
に
手
紙
を
出
す
一
方
、
世
の
注

意
を
喚
起
し
よ
う
と
試
み
た
。

す
な
わ
ち
五
月
十
日
の
新
入
生
歓
迎

会
の

席

上
、
彼
ら
は
石
井
教
室
反
対
の
宜
言
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
新
聞
記
者
が

こ
こ

に
駆
け
つ
け
、
翌
日
の
新
聞
に
は
早
速
記
事
が
登
場
し
た
。
反
対
派
生
徒
の
父

親
で

G
H
Q
に
関
係
を
持
つ

一
画
家
が
乗
り
出
し
て
、
「
超
国
家
主
義
」
の

言

動
の
あ
る
笹
村
を
排
斥
す
べ
く
前
出
の
「
伝
心
録
」
を
提
出
さ
せ
た
の
も
こ
の

と
き
で
あ
る
。
彫
刻
科
は
正
に
混
乱
状
態
と
な
っ
た
。

前
々
か
ら
事
態
を
憂
慮
し
て
い
た
校
長
は
、
平
櫛
教
授
に
善
後
策
を
依
頼
し

て
い
た
の
だ
が
、
平
櫛
は
こ
の
十
日
に
校
長
室
を
訪
れ
て
、
石
井
に
「
お
と
な

し
い
女
房
役
」
を
も
う

一
人
持
た
せ
、
自
分
の
方
に
は
菊
池

一
雄
を
新
規
採
用

し
た
い
と
申
し
出
た
。
そ
の
た
め
、
校
長
は
十
三
日
、
石
井
お
よ
び
菅
原
安

男
、
西
本
順
ら
と
談
義
し
、
平
櫛
案
に
則
し
て
山
本
豊
市
、
菊
池
一
雄
の
両
名

し
て
、
直
ち
に
準
備
を
始
め
、

一
方
で
は
西
本
や
西
田
正
秋
が
生
徒
の
相
談
役

と
し
て
親
し
く
対
応
し
た
。
こ
う
し
た
措
置
が
と
ら
れ
た
結
果
、
左
記
の
岩
田

を
採
用
し
て
他
日
も
う

一
教
室
増
設
し
て
も
よ
い
と
い
う
決
定
を
下
し
た
。
そ

天
竜
峡
の
景
勝
地
に
建
つ
仙
峡
閣
は
純
和
風
の
風
情
盟
か
な
旅
館
で
あ
っ

⑫

天
竜
峡
に
分
校
設
立
計
画

氏
の
日
記
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

二
十
二
日
に
は
漸
く
に
し
て
反
対
派
も
妥

協
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
辺
で
折
合
う
事
に

22
.
5
.
22

校
長
、
西
本
先
生
、
四
時
、
帝
室
博
物
館
食
堂
に
、
村
井、

小
坂
、
阿
井
、
中
野
、
野
崎
、
岩
田
を
呼
び
、
妥
協
案
提
示
。
す
な
わ
ち
、

平
櫛
教
室
に
新
制
作
の
菊
池
一
雄
氏
、
院
展
の
山
本
豊
市
氏
を
招
き
、
指
禅

を
仰
ぐ
。
行
く
行
く
は
石
井
教
室
と
対
等
の
教
室
と
す
る
。
但
し
、
菊
池
氏

は
京
都
の
絵
画
専
門
学
校
〔
現
京
都
芸
大
〕
の
教
授
を
引
き
受
け
た
ば
か
り

故
、
無
理
は
利
か
な
い
と
思
う
。

之
以
上
校
長
先
生
に
迷
惑
か
け
た
く
な
い
の
で
、

な
る
。
そ
れ
か
ら
校
長
先
生
と
雑
談
。
六
時
半
迄
゜

翌
二
十
三
日
、
生
徒
た
ち
十
五
、
六
名
は
連
れ
立
っ
て
東
北
沢
の
菊
池

一
雄

宅
を
訪
れ
、
早
期
着
任
を
懇
請
。
六
月
十
六
日
に
は
菊
池
、
山
本
両
者
に
講
師

の
辞
令
が
下
り
た
。
そ
の
後
、
笹
村
が
石
井
教
室
側
の
声
明
書
（
反
対
派
を
激

し
く
糾
弾
す
る
も
の
）
を
公
表
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
生
徒
が
再
び
反
対
行
動

を
起
こ
し
そ
う
に
な
り
、
校
長
が
公
表
を
差
し
止
め
る
な
ど
の
こ
と
が
あ

っ
た

が
、
新
任
教
師
、
特
に
山
本
豊
市
が
親
切
に
指
導
に
あ
た
っ
た
こ
と
や
、
反
対

派
生
徒
の
多
く
が
卒
業
制
作
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

反
対
運
動
は
終
結
し
た
。

た
。
原
彰
一
著
「
仙
峡
閣
物
語
」
（
『
週
刊
い
い
だ
』
平
成
元
年
六
月
二
十
二
日
、
信
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濃
毎
日
新
聞
社
）
に
よ
る
と
、
大
正
十
三
年
開
業
の
年
に
は
本
校
に
ゆ
か
り
の

深
い
今
泉
雄
作
が
瀕
川
独
活
王
を
連
れ
て
訪
れ
、
水
墨
画
を
追
し
た
。

昭
和
r
-

年
飯
田
線
開
通
と
と
も
に
東
京
か
ら
文
人
も
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

宿
帖
（
原
彰
一
氏
蔵
）
に
は
中
村
不
折
、
池
上
秀
畝
、
石
井
柏
亭
、
頭
山
満
、

三
木
清
、
東
畑
精

一
そ

の
他
著
名
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
校
関
係
者
で

は
昭
和
十
年
に
結
城
素
明
が
訪
れ
て
竜
角
峯
の
画
を
遣
し
、
同
十
五
年
に
川
合

玉
堂
が
訪
れ
て
む
さ
さ
び
の
宿
と
命
名
し
、
翌
十
六
年
に
は
香
取
秀
真
お
よ
び

北
原
大
輔
、
三
佳
兄
弟
が
訪
れ
て
い
る
。
旅
館
の
主
人
原
悌
蔵
は
美
術
愛
好
家

で
、
旅
館
の
経
営
は
姉
に
任
せ
て
自
分
は
東
京
牛
込
に
美
術
、
工
芸
関
係
の
事

務
所
を
設
け
、
昭
和
十
年
天
竜
峡
美
術
協
会
を
作
り
、
作
家
た
ち
と
交
流
し

た
。
特
に
中
村
不
折
と
親
し
く
、
太
平
洋
画
会
の
メ
ン
バ

ー
を
宣
伝
を
兼
ね
て

仙
峡
閣
に
無
料
で
泊
め
る
な
ど
し
た
。
彼
は
昭
和
十
四
年
に
は
高
島
屋
美
術
部

と
共
同
し
て
東
都
大
家
日
本
画
洋
画
彫
刻
展
を
開
き
、
以
来
作
家
た
ち
と
の
交

流
が
深
ま
る
と
と
も
に
新
た
な
計
画
が
芽
生
え
た
。

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
八
日
、
上
野
直
昭
と
脇
本
楽
之
軒
は
飯
田
の
菱
田
春

草
三
十
七
回
忌
列
席
を
終
え
て
原
の
勧
め
に
よ
り
仙
峡
閣
を
訪
れ
、
三
日
間
逗

留
し
た
。
そ
こ
で
原
は
天
竜
峡
に
美
術
館
を
作
り
、
本
校
の
分
校
を
付
設
す
る

計
画
を
提
案
し
た
。
天
竜
峡
の
川
路
公
園
の
松
林
の
中
に
戦
時
中
豊
川
海
軍
工

廠
の
疎
開
工
場
と
な
っ
て
い
た
建
物
が
数
棟
散
在
し
て
放
置
さ
れ
て
い
た
の

で
、
そ
れ
を
分
校
の
校
舎
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
上
野
ら
は
高
山
宿

舎
（
当
時
は
す
で
に
継
続
困
難
の
事
態
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
）
の
例
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
に
乗
り
気
に
な
り
、
帰
京
後
文
部
省
と
の
交
渉
に
消
手

し
た
。
こ
の
こ
と
は
上
野
の
日
記
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
上
野
が
原

に
提
出
を
求
め
た
天
竜
峡
美
術
館
趣
意
書
と
上
野
の
手
紙
が
現
存
（
同
じ
く
原

殿

〔
下
略
〕

氏
蔵
）
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
美
術
館
建
設
費
と
し
て
五
一

0
万
円、

本
校
分

校
（
百
坪
）
建
設
費
と
し
て
百
万
円
、
そ
の
他
二
七
五
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る。
し
か
し
、
文
部
省
と
の
交
渉
は
成
功
せ
ず
、
原
の
事
業
も
破
綻
し
、
分
校
設

立
計
画
は
立
ち
消
え
と
な
っ
た
（
本
項
に
つ
い
て
は
原
彰
一

、
市
瀬
幸
助
、
飯

田
市
文
化
会
館
滝
沢
正
幸
の
各
氏
に
資
料
提
供
等
ご
協
力
を
頂
い
た
）
。

⑬

鶴

ケ
島
農
場

戦
後
の
食
料
難
対
策
と
し
て
本
校
も
他
校
に
倣
っ
て
農
場
を
開
設
し
、
次
の

耕
作
者
募
集
を
行
な
っ
た
。

昭
和
廿
二
年
五
月
二
十
一
日

東
京
美
術
學
校
生
徒
課
長

一
、
鶴
ヶ
島
農
場
耕
作
に
関
す
る
件

過
般
文
部
省
は
學
徒
自
活
の
一
助
と
勤
榜
教
育
披
充
の
目
的
を
以
て
埼
玉
縣

鶴
ヶ
島
に
農
場
二
十
町
歩
を
創
設
し
希
望
學
校
に
分
割
貸
典
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
本
校
で
は
右
農
場
一

町
歩
を
借
り
受
け
ま
し
た
。
就
き

ま
し
て
は
耕
作
御
希
望
の
有
無
を
五
月
三
十

一
日
（
土
）
迄
別
紙
要
項
に
よ

り
御
回
答
を
下
さ
る
様
御
願
ひ
致
し
ま
す
。

一
、
場
所
埼
玉
縣
入
間
郡
鶴
ヶ
島
（
東
上
線
池
袋
よ
り
寄
居
行
、
坂
戸

駅
下
車
）

一
、
常
住
の
管
理
者
（
石
井
）
が
居
ま
す
。

一
、
宿
舎
及
農
具
の
設
備
あ
り
。
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